
 

発     言     通     告     書 

    令和 8年 2月 24日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 猪 野 由紀久 

次のとおり通告します。    

発言順位 １ 受領日時 2月 24日 午前・午後 4時 15分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 35 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 合併後 20年の総括と今後の北条地 （１）新しい松山市の一体化と均衡ある都市基盤整備を図る目的で合併 

 域の振興策について  建設計画の様々な事業が実施され、合併特例債が活用されたが、主 

   にどのような事業に活用されたのか。 

   また、合併建設計画の総括について市長の考えを問う。 

  （２）松山市地域振興構想に掲げる北条地域のまちづくりをどのような方 

   向で進めていくのか。 

  （３）来年度計画されている北条地域移住定住促進事業の概要とスケ 

   ジュールを問う。 

   

2 GIGAスクール構想について （１）令和 8年 2月末までにタブレットの入替えが完了すると聞いている 

   が、現在の入替え状況と入替え後の学校の評価を問う。 

  （２）タブレットなどの使用による健康面や学力への影響が懸念されてい 

   るが、本市はデジタル化の利点を生かしながら、健康面の課題及び 

   学力向上に向けてどのように取り組むのか。 

   

3 新たな地震被害想定を受けた対策 （１）愛媛県地震被害想定調査結果によると想定避難者が増加している 

 について  が、現在の避難所で収容可能な人数なのか。 

   また、発災後速やかに避難所を開設するための取組を問う。 

  （２）今回の想定で示された災害関連死への取組を問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

 


